
 

華⽒ 451 
薬学研究科 2年 福田 七実 

華氏451 とは、紙が自然発火する温度です。 

これをタイトルに冠した古い映画があります。舞台は近未来、文字を読むことを禁止された社会です。人々の手本と

なるのは本ではなくテレビ番組。本を隠し持っている人間は密告され、その本は消防隊によって焼かれてしまいます。

主人公モンターグは、その消防隊の隊員です。ある日彼は、隣に住むクラリスという女性に勧められて本を読み始め、

その魅力に惹かれていきます。しかし、それを妻に密告された彼は・・・というサスペンス映画です。ストーブの裏、パン

焼き器の中、テーブルの下・・・あらゆる場所に隠された本を淡々と見つけ、外へ放り投げて点火し、灰になるまで見届

ける様は、鬼気迫るものがあります。 

本を燃やす、焚書
ふんしょ

という行為は昔からしばしば行われてきました。それが意味するところは新しい思想の否定であり、

弾圧です。弾圧されれば多くの人は恐れ、自ら考えることをやめてしまいます。 

 

本を読むことで私たちは、考える力を培うことができます。つまり、文字で書かれた情報を理解し、さらに別の情報と関

連付け、それらをまとめて一つのイメージを作り上げる力を習得出来るのです。 

一方でテレビは、特集番組であったり、小説のドラマ化であったり形態は様々ですが、これら一連の作業を肩代わりし

てくれます。そのため、日々の生活に追われる私たちにとってテレビは有用であり、時になくてはならない存在となります。

しかし、実はとても危険な存在である、そうは思いませんか。なぜなら、作業の肩代わりとは、だれかが自分の代わりに

考えることを意味するからです。情報と情報の関連付けに他人の思惑が入り込むことで、焚書など起こらずとも知らず知

らずのうちに私たちは、ある方向へ「誘導」されるという可能性がある、このように考えるのは、杞憂
き ゆ う

でしょうか。 

 昨今では、紙で作られる本の代わりに、電子図書なるものが出てきました。映画では、本の代わりに、内容を一字一句

暗記して一冊の本となった「本の人々」が登場します。どのような形であれ、本の本質、考えるための種は後世に残して

いかなければなりません。 
 

読むことは考えること、本はその種。 

映画を観て、私はこのように「誘導」されました。 

あなたは、どのように「誘導」されますか。 

 

 

■寒い冬には一工夫。膝掛け毛布サービス始めました。■ 

館内暖房は省エネのため、温度設定が学内共通で20 度となっています。 

省エネについてご理解いただくとともに、少しでも暖かく利用していただく

ために膝掛け毛布のサービスを始めました。 

カウンター前のバスケットに用意しましたのでお気軽に利用してください。 

・フリース素材で、色は赤・青・黒の３種類。利用後は元のカゴヘ返却してください。 
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図書館公開講座を開催しました 
 

近隣の公共図書館 6 館（坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、飯能市、毛

呂山町、越生町）との合同主催による、図書館公開講座 が 11 月 3

日に開催されました。 

 講座は「室生犀星－切なき思ひぞ知る」 （講師 : 元城西国際大

学教授 星野晃一先生）と「小林一茶－『寛政三年紀行』わらびの駅」

（講師 : 城西大学水田記念図書館長 黄色瑞華先生）の 2 講座を

行いました。 

 図書館９階の会場には４７名の方が参加され、盛況のうちに終了し

ました。 

 

 

 
６階グループ学習室が、中扉をはずして広くなりました。 

テーブルは可動式ですので、お好みの位置に動かして使えます。グループごとに分けての利用も可能です。 

また、入口の位置も若干変更され、廊下から直接入れるようになって、利用しやすくなりました。 

グループ学習室Ｂは壁際のライトが増設され、以前より室内が明るくなりました。 

 

グループ学習室Ａについては、大人数を収容できることから、平時は予約なしでシェア可能な学習室として運用するな

ど、柔軟に運営していきたいと考えています。学習室の利用形態について皆さんからのご意見をお待ちしています。 

 
グループ学習室 新入り口 新６階グループ学習A 新６階グループ学習B 

 

今月の図書館展示  賢人たちに学ぶ食育 
 

「食育」という言葉をご存じですか。 

「食育」とは、食品・食環境・食文化など広い視野で「食」を捉え、学ぶことです。 

近年耳にすることの多い単語ですが、そのルーツは古く、石塚左玄の著書『通俗食物養生法』（1898 年）

の中で初めて使用されました。戦後から高度成長期を経てしばらくは顧みられることのなかった食育ですが、

近年の環境問題の悪化や産地偽装といった社会問題、生活様式の変化に伴う食への意識の高まりから、100

年以上前に生まれたこの考え方が、再び衆目を集めています。 

是非この機会に「食育」の基本的な知識を学び、日々の生活に役立てください。 

城西大学水田記念図書館長 黄色瑞華先生 

元城西国際大学教授 星野晃一先生 



 
図書館ではレポート論文で悩む学生を対象に、個人向けのガイダンスを行います。 

内容は「レポート・論文 時短テク」。前期・後期のガイダンスではあまり深く掘り下げられなかった 

「テーマからキーワードを導き出す」ところに焦点を当てていきます。 

  

 申し込みは個人でも友達と一緒でもＯＫ。卒論資料の相談も受付けています。 

期間      12 月1 日（水） ～ 12 月10 日（金）  ※土日はありません 

時間      Ａコース 14:00～14:30  

Ｂコース 15:00～15:30 

募集人数   各回とも 3 名程度 

※時間とコースは応相談。一日にＡＢ両コースを受けることも可能です。 

◎お申し込みは 1 階カウンターで受け付けています。 

 

図書のこばこ <図書館活用講座> 

ライフデザインの第一歩 – 資格試験コーナー 
先月紹介した和雑誌コーナーに隣接して設置されているのが資格試験コ

ーナーです。 

資格試験コーナーには、法学検定や管理栄養士といった資格を取得する

ための問題集をはじめ、各種試験問題集・参考図書が置かれています。 

また、職業案内書や就職活動に役立つ面接対策、ＳＰＩ試験対策などの

参考書も置かれていますので、就職活動を控えた方にもお勧めいたしま

す。 

なお、資格試験コーナーの資料はすべて禁帯出の資料ですので、館内でご利用ください。 

ライブラリアンお勧めの一冊・映像編   

「日本の企業家群像Ⅱ、Ⅲ」(DVD)1 階AV 資料コーナー  : 332.8/N77 

各業界のパイオニアたちを紹介したシリーズ。リーダーシップや労務管理、先端技術への取り組みなどをテーマとして、各

巻ごとに二人の企業家の生き方や業績を対比させながら、その魅力と思想に迫ります。 

「フォーカスメディカ 疾患解説アニメーション」(CD-ROM)  1階AV資料コーナー  : 490.8/F36

さまざまな難病・疾患の概念を紹介するシリーズ。疾患の原因だけでなく、疾患の分類や診断、治療、自己管理法につい

ても触れられています。内容は画面に表示されるテキストとＣＧアニメーションで解説されます。 

「リーマン予想・天才たちの 150 年の闘い 」(DVD)1 階AV 資料コーナー  : 413.5/R38 

数学界最大の難問の一つと言われるリーマン予想。素数の規則解明の鍵であるとされるこの超難問に取り組んだ人々

の、数奇な運命とその軌跡に焦点を当てて語られています。 

紹介した資料は貸出(２週間)できるほか、館内AV室でも視聴できます。 

B コース 「学内にない資料を入手する」 
城西に所蔵がなくても、検索結果から芋づる式に資料が

入手できるサイトへと繋がっていることが。また所蔵図書

館から資料を取りよせることもできます。 

検索のコツを知って、資料収集時間を一挙に短縮。 

テク 1●リンクソースの使い方 

テク 2●学内にない資料の取り寄せ方 

A コース 「思考のたどり方のコツを知る」
関連するキーワードの切り出し方や、それをどう膨らま

せて文献資料を探し出すのか、視点の切り口や思考

のたどり方のコツを紹介。 

何をどう探せばよいのか、迷う時間を一挙に短縮。 

テク 1●キーワードの切り出し方 

テク 2●データベースの使い分け 



 

⽗⺟後援会寄贈雑誌についてのアンケートを実施中です。 
図書館では２年に一度アンケートを取り、寄贈雑誌のタイト

ルの入れ替えを行っています。皆さんがよく読まれる雑誌、あ

るいはぜひ置いてほしい雑誌などをアンケート用紙に記入し

てください。また、webclass からの回答も可能です。 
 
アンケートの結果は来年度の雑誌入れ替えの参考とさせて

いただきます。 

締め切りは１２月２６日まで。皆さんのご協力をお願いします。 

 

 

■図書館公開講座に合わせて小林一茶・室生犀星に関する展示を行いました。 

■ダイヤモンド社の人事・組織・企業情報のデータベース「d-vision.net」をトライアル中です。（12/24まで）

■ゴールドスミス・クレス両文庫のe-bookをトライアル中です。（1月中旬まで） 

■11月11日に日経テレコン21の講習会を行いました。 

■11月17日に医中誌webの利用者講習会を行いました。当日配布の資料があります。希望の方はカウンター

まで。 

■12月2日にEbscohostの講習会を行います 

■Springerの電子ブック(Mathematics & Statistics)新規発行分258タイトルを追加しました。 

■Elsevierの新プラットホームSciVerse Applicationsがリリースされました。 

■11月24～26日開催の図書館総合展に参加しました。 
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図書館は年内１２月２８日まで開館です。年始は１月４日から通常通りの開館になります。 

年明けの試験に備えて勉強するもよし、こたつで読書を楽しむもよし、休みの前に何か本を手に取ってみ

てはいかがでしょうか。 

図書館では来年もみなさんの来館をお待ちしています。 

 

 

□＝9：00～21：00 

■＝9：00～19：00 

■＝9：00～17：00 

■＝休館日になります 

 

12 月 1 月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22

26 27 28 29 30 31 2 23 24 25 26 27 28 29

30 31 


